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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＰネットワークに接続され親子電話の親機として機能し複数のユーザ毎に異なる電話
番号が割り当てられたＩＰ電話装置と、前記ＩＰ電話装置に割り当てられた電話番号の各
々に対応する前記ユーザを識別するための着信音情報を登録し前記ＩＰ電話装置からの要
求に応じて当該着信音情報を応答するＷｅｂサーバと、前記Ｗｅｂサーバに登録された着
信音情報へのリンク情報がＵＲＩに指定されたＮＡＰＴＲリソースレコードを登録し前記
ＩＰ電話装置の問合せに応じて当該ＮＡＰＴＲリソースレコードを返送するＥＮＵＭサー
バと、を具備するＩＰ電話システムであって、
　前記ＩＰ電話装置は、
　着信時にＳＩＰプロトコルのＩＮＶＩＴＥメッセージを受信してから、当該着信に対す
る応答として１８０Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージを返送し呼出音を鳴動するまでの間に、
　　前記受信したＩＮＶＩＴＥメッセージの中から着信対象の電話番号を取得し、
　　前記着信対象の電話番号を前記ＥＮＵＭサーバに問合せるためのドメイン名に変換し
、
　　このドメイン名により前記ＥＮＵＭサーバに問合せてＮＡＰＴＲリソースレコードを
取得し、
　　取得したＮＡＰＴＲリソースレコードの中に前記Ｗｅｂサーバに接続可能な通信プロ
トコルが設定されていれば、当該ＮＡＰＴＲリソースレコードのＵＲＩに指定されたリン
ク情報に基づいて前記着信対象の電話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要
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求し、
　　返送された着信音情報に応じて着信先のユーザを識別可能な着信音を装置本体及びこ
れに接続される子機で鳴動される着信音として設定することを特徴とするＩＰ電話システ
ム。
【請求項２】
　前記取得したＮＡＰＴＲリソースレコードに設定されたｈｔｔｐプロトコルに従って前
記着信対象の電話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要求することを特徴と
する請求項１記載のＩＰ電話システム。
【請求項３】
　ＩＰネットワーク上のＩＰ電話装置に割り当てられた複数のユーザ毎に異なる電話番号
の各々に対応する前記ユーザを識別するための着信音情報を登録するＷｅｂサーバ及び前
記Ｗｅｂサーバに登録された着信音情報へのリンク情報がＵＲＩに指定されたＮＡＰＴＲ
リソースレコードを登録するＥＮＵＭサーバに接続され親子電話の親機として機能するＩ
Ｐ電話装置であって、
　ＩＰネットワーク上の他のＩＰ電話装置からＳＩＰプロトコルのＩＮＶＩＴＥメッセー
ジを受信すると前記ＩＮＶＩＴＥメッセージの中から着信対象の電話番号を取得する取得
手段と、
　前記着信対象の電話番号を前記ＥＮＵＭサーバに問合せるためのドメイン名に変換する
変換手段と、
　前記変換したドメイン名により前記ＥＮＵＭサーバに問合せてＮＡＰＴＲリソースレコ
ードを取得する問合せ手段と、
　取得したＮＡＰＴＲリソースレコードの中に前記Ｗｅｂサーバに接続可能な通信プロト
コルが設定されていれば、当該ＮＡＰＴＲリソースレコードのＵＲＩに指定されたリンク
情報に基づいて前記着信対象の電話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要求
する要求手段と、
　返送された着信音情報を接続される子機に送出する送出手段と、
　前記返送された着信音情報に応じて着信先のユーザを識別可能な着信音を鳴動される着
信音として設定する設定手段と、を具備し、
　前記取得手段による着信対象の電話番号の取得から前記設定手段による着信音の設定ま
でを、ＳＩＰプロトコルのＩＮＶＩＴＥメッセージを受信してから当該着信に対する応答
として前記他のＩＰ電話装置に１８０Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージを返送し呼出音を鳴動す
るまでの間に行うことを特徴とするＩＰ電話装置。
【請求項４】
　前記要求手段は、前記取得したＮＡＰＴＲリソースレコードに設定されたｈｔｔｐプロ
トコルに従って前記着信対象の電話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要求
することを特徴とする請求項３記載のＩＰ電話装置。
【請求項５】
　ＩＰネットワーク上のＩＰ電話装置に割り当てられた複数のユーザ毎に異なる電話番号
の各々に対応する前記ユーザを識別するための着信音情報を登録するＷｅｂサーバ及び前
記Ｗｅｂサーバに登録された着信音情報へのリンク情報がＵＲＩに指定されたＮＡＰＴＲ
リソースレコードを登録するＥＮＵＭサーバに接続され親子電話の親機として機能するＩ
Ｐ電話装置を用いた宛先ユーザ識別方法であって、
　ＩＰネットワーク上の他のＩＰ電話装置からの着信時にＳＩＰプロトコルのＩＮＶＩＴ
Ｅメッセージを受信してから、当該着信に対する応答として１８０Ｒｉｎｇｉｎｇメッセ
ージを返送し呼出音を鳴動するまでの間に、
　　前記受信したＩＮＶＩＴＥメッセージの中から着信対象の電話番号を取得し、
　　前記着信対象の電話番号を前記ＥＮＵＭサーバに問合せるためのドメイン名に変換し
、
　　このドメイン名により前記ＥＮＵＭサーバに問合せてＮＡＰＴＲリソースレコードを
取得し、
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　　取得したＮＡＰＴＲリソースレコードの中に前記Ｗｅｂサーバに接続可能な通信プロ
トコルが設定されていれば、当該ＮＡＰＴＲリソースレコードのＵＲＩに指定されたリン
ク情報に基づいて前記着信対象の電話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要
求し、
　　返送された着信音情報に応じて着信先のユーザを識別可能な着信音を装置本体及びこ
れに接続される子機で鳴動される着信音として設定することを特徴とする宛先ユーザ識別
方法。
【請求項６】
　前記取得したＮＡＰＴＲリソースレコードに設定されたｈｔｔｐプロトコルに従って前
記着信対象の電話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要求することを特徴と
する請求項５記載の宛先ユーザ識別方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＰ電話システム、ＩＰ電話装置及び宛先ユーザ識別方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インターネットの急速な普及に伴い、遠隔地の電話装置と低料金での通話や登録
会員の有するＩＰ電話装置間における無料通話が可能であるＩＰ電話システムが注目され
ている。このようなＩＰ電話システムにおいて、ユーザの利便性の向上を目的として着信
時の画面表示や着信音を発信側から指定することができるＩＰ電話システムが提案されて
いる（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　一方、現在、多様化する電話、ＦＡＸ、携帯電話や電子メールなどの通信手段に用いら
れる情報を効率的に管理し、使用環境に応じたコミュニケーションを可能とする技術とし
て、ＥＮＵＭが注目されている。ＥＮＵＭは、Ｅ．１６４番号に代表される全世界で唯一
の識別番号からＤＮＳ（Domain Name System）を用いてインターネット上のサービスを識
別する仕組みである。現在、ＩＥＴＦにより標準化活動が行われており、当該活動におい
てプロトコル仕様が審議されている（例えば、非特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００３－１８８９９２号公報
【非特許文献１】ＥＮＵＭトライアルジャパン発行「ＥＮＵＭトライアルジャパン第一次
報告書」、２００４年５月
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記従来のＩＰ電話システムにおいては、発信者に対応した着信時の画
面表示や着信音などを発信側で指定することができるのみであり、着信側の使用環境等に
応じた動作を指定することはできない。
【０００５】
　一般に、家庭や企業内に設置されたＩＰ電話装置は、複数のユーザにより共用される。
共用されるＩＰ電話装置においては、異なるユーザ宛てにかかってきた電話を取ったユー
ザは、その異なるユーザを呼び出して電話を取り次ぐ作業が必要となる。このような使用
環境においては、電話を取る前に宛先となるユーザを識別することができれば、電話を取
り次ぐ作業を省略することができ、ユーザの利便性が向上するといえる。
【０００６】
　本発明は、このような実情に鑑みて為されたものであり、電話を取る前に宛先となるユ
ーザを識別することができるＩＰ電話システム、ＩＰ電話装置及び宛先ユーザ識別方法を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明は、ＩＰネットワークに接続され親子電話の親機として機能し複数のユーザ毎に
異なる電話番号が割り当てられたＩＰ電話装置と、前記ＩＰ電話装置に割り当てられた電
話番号の各々に対応する前記ユーザを識別するための着信音情報を登録し前記ＩＰ電話装
置からの要求に応じて当該着信音情報を応答するＷｅｂサーバと、前記Ｗｅｂサーバに登
録された着信音情報へのリンク情報がＵＲＩに指定されたＮＡＰＴＲリソースレコードを
登録し前記ＩＰ電話装置の問合せに応じて当該ＮＡＰＴＲリソースレコードを返送するＥ
ＮＵＭサーバと、を具備するＩＰ電話システムであって、前記ＩＰ電話装置は、着信時に
ＳＩＰプロトコルのＩＮＶＩＴＥメッセージを受信してから、当該着信に対する応答とし
て１８０Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージを返送し呼出音を鳴動するまでの間に、前記受信した
ＩＮＶＩＴＥメッセージの中から着信対象の電話番号を取得し、前記着信対象の電話番号
を前記ＥＮＵＭサーバに問合せるためのドメイン名に変換し、このドメイン名により前記
ＥＮＵＭサーバに問合せてＮＡＰＴＲリソースレコードを取得し、取得したＮＡＰＴＲリ
ソースレコードの中に前記Ｗｅｂサーバに接続可能な通信プロトコルが設定されていれば
、当該ＮＡＰＴＲリソースレコードのＵＲＩに指定されたリンク情報に基づいて前記着信
対象の電話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要求し、返送された着信音情
報に応じて着信先のユーザを識別可能な着信音を装置本体及びこれに接続される子機で鳴
動される着信音として設定するようにしたものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係るＩＰ電話システム、ＩＰ電話装置及び宛先ユーザ識別方法によれば、電話
を取る前に宛先となるユーザを識別することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の第１の態様に係るＩＰ電話システムは、ＩＰネットワークに接続され親子電話
の親機として機能し複数のユーザ毎に異なる電話番号が割り当てられたＩＰ電話装置と、
前記ＩＰ電話装置に割り当てられた電話番号の各々に対応する前記ユーザを識別するため
の着信音情報を登録し前記ＩＰ電話装置からの要求に応じて当該着信音情報を応答するＷ
ｅｂサーバと、前記Ｗｅｂサーバに登録された着信音情報へのリンク情報がＵＲＩに指定
されたＮＡＰＴＲリソースレコードを登録し前記ＩＰ電話装置の問合せに応じて当該ＮＡ
ＰＴＲリソースレコードを返送するＥＮＵＭサーバと、を具備するＩＰ電話システムであ
って、前記ＩＰ電話装置は、着信時にＳＩＰプロトコルのＩＮＶＩＴＥメッセージを受信
してから、当該着信に対する応答として１８０Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージを返送し呼出音
を鳴動するまでの間に、前記受信したＩＮＶＩＴＥメッセージの中から着信対象の電話番
号を取得し、前記着信対象の電話番号を前記ＥＮＵＭサーバに問合せるためのドメイン名
に変換し、このドメイン名により前記ＥＮＵＭサーバに問合せてＮＡＰＴＲリソースレコ
ードを取得し、取得したＮＡＰＴＲリソースレコードの中に前記Ｗｅｂサーバに接続可能
な通信プロトコルが設定されていれば、当該ＮＡＰＴＲリソースレコードのＵＲＩに指定
されたリンク情報に基づいて前記着信対象の電話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂ
サーバに要求し、返送された着信音情報に応じて着信先のユーザを識別可能な着信音を装
置本体及びこれに接続される子機で鳴動される着信音として設定する構成を採る。
【００１０】
　この構成によれば、着信を受けたＩＰ電話装置において、着信対象の電話番号に応じた
着信音情報をＷｅｂサーバから取得し、その着信音情報に応じて着信音を装置本体及びこ
れに接続される子機で鳴動する。このため、着信を受けたＩＰ電話装置のユーザは、その
着信音を判断して宛先となるユーザを識別することができるので、電話を取る前に宛先と
なるユーザを識別することができる。
【００１１】
　本発明の第２の態様は、第１の態様に係るＩＰ電話システムにおいて、前記取得したＮ
ＡＰＴＲリソースレコードに設定されたｈｔｔｐプロトコルに従って前記着信対象の電話
番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要求する構成を採る。
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【００１２】
　この構成によれば、着信を受けたＩＰ電話からの要求に応じて、ｈｔｔｐプロトコルに
従って着信音情報がＷｅｂサーバから応答される。したがって、ｈｔｔｐプロトコルに従
って通信制御を行うことで着信音情報を取得することができる。
【００１５】
　本発明の第３の態様に係るＩＰ電話装置は、ＩＰネットワーク上のＩＰ電話装置に割り
当てられた複数のユーザ毎に異なる電話番号の各々に対応する前記ユーザを識別するため
の着信音情報を登録するＷｅｂサーバ及び前記Ｗｅｂサーバに登録された着信音情報への
リンク情報がＵＲＩに指定されたＮＡＰＴＲリソースレコードを登録するＥＮＵＭサーバ
に接続され親子電話の親機として機能するＩＰ電話装置であって、ＩＰネットワーク上の
他のＩＰ電話装置からＳＩＰプロトコルのＩＮＶＩＴＥメッセージを受信すると前記ＩＮ
ＶＩＴＥメッセージの中から着信対象の電話番号を取得する取得手段と、前記着信対象の
電話番号を前記ＥＮＵＭサーバに問合せるためのドメイン名に変換する変換手段と、前記
変換したドメイン名により前記ＥＮＵＭサーバに問合せてＮＡＰＴＲリソースレコードを
取得する問合せ手段と、取得したＮＡＰＴＲリソースレコードの中に前記Ｗｅｂサーバに
接続可能な通信プロトコルが設定されていれば、当該ＮＡＰＴＲリソースレコードのＵＲ
Ｉに指定されたリンク情報に基づいて前記着信対象の電話番号に対応する着信音情報を前
記Ｗｅｂサーバに要求する要求手段と、返送された着信音情報を接続される子機に送出す
る送出手段と、前記返送された着信音情報に応じて着信先のユーザを識別可能な着信音を
鳴動される着信音として設定する設定手段と、を具備し、前記取得手段による着信対象の
電話番号の取得から前記設定手段による着信音の設定までを、ＳＩＰプロトコルのＩＮＶ
ＩＴＥメッセージを受信してから当該着信に対する応答として前記他のＩＰ電話装置に１
８０Ｒｉｎｇｉｎｇメッセージを返送し呼出音を鳴動するまでの間に行う構成を採る。
【００１６】
　この構成によれば、ＩＰネットワーク上の他のＩＰ電話装置から着信を受けると、着信
側のＩＰ電話装置において、着信対象の電話番号に応じてＷｅｂサーバから返送された着
信音情報に応じて着信音を装置本体及びこれに接続される子機で鳴動する。このため、着
信側のＩＰ電話装置のユーザは、その着信音を判断して宛先となるユーザを識別すること
ができるので、電話を取る前に宛先となるユーザを識別することができる。
【００１７】
　本発明の第４の態様は、第３の態様に係るＩＰ電話装置において、前記要求手段は、前
記取得したＮＡＰＴＲリソースレコードに設定されたｈｔｔｐプロトコルに従って前記着
信対象の電話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要求する構成を採る。
【００１８】
　この構成によれば、着信側のＩＰ電話装置からの要求に応じて、ｈｔｔｐプロトコルに
従って着信対象の電話番号に対応する着信音情報がＷｅｂサーバから応答される。したが
って、ｈｔｔｐプロトコルに従って通信制御を行うことで着信対象の電話番号に対応する
着信音情報を取得することができる。
【００２１】
　本発明の第５の態様に係る宛先ユーザ識別方法は、ＩＰネットワーク上のＩＰ電話装置
に割り当てられた複数のユーザ毎に異なる電話番号の各々に対応する前記ユーザを識別す
るための着信音情報を登録するＷｅｂサーバ及び前記Ｗｅｂサーバに登録された着信音情
報へのリンク情報がＵＲＩに指定されたＮＡＰＴＲリソースレコードを登録するＥＮＵＭ
サーバに接続され親子電話の親機として機能するＩＰ電話装置を用いた宛先ユーザ識別方
法であって、ＩＰネットワーク上の他のＩＰ電話装置からの着信時にＳＩＰプロトコルの
ＩＮＶＩＴＥメッセージを受信してから、当該着信に対する応答として１８０Ｒｉｎｇｉ
ｎｇメッセージを返送し呼出音を鳴動するまでの間に、前記受信したＩＮＶＩＴＥメッセ
ージの中から着信対象の電話番号を取得し、前記着信対象の電話番号を前記ＥＮＵＭサー
バに問合せるためのドメイン名に変換し、このドメイン名により前記ＥＮＵＭサーバに問
合せてＮＡＰＴＲリソースレコードを取得し、取得したＮＡＰＴＲリソースレコードの中
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に前記Ｗｅｂサーバに接続可能な通信プロトコルが設定されていれば、当該ＮＡＰＴＲリ
ソースレコードのＵＲＩに指定されたリンク情報に基づいて前記着信対象の電話番号に対
応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要求し、返送された着信音情報に応じて着信先の
ユーザを識別可能な着信音を装置本体及びこれに接続される子機で鳴動される着信音とし
て設定するものである。
【００２２】
　本発明の第６の態様は、第５の態様に係る宛先ユーザ識別方法において、前記取得した
ＮＡＰＴＲリソースレコードに設定されたｈｔｔｐプロトコルに従って前記着信対象の電
話番号に対応する着信音情報を前記Ｗｅｂサーバに要求するものである。
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００２８】
　図１は、本発明の一実施の形態に係るＩＰ電話システムが適用されるネットワークの構
成を示す図である。
【００２９】
　同図に示すように、実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいては、複数台のＩＰ電話
装置（以下、「ＩＰ電話」という）１０１及び１０２、ＥＮＵＭサーバ１０３、ＤＮＳサ
ーバ１０４及びＷｅｂサーバ１０５がＩＰ網１０６を介して接続されている。なお、同図
の構成に限らず、ＩＰ網１０６上に３台以上のＩＰ電話を接続してＩＰ電話システムを構
成してもよい。
【００３０】
　ＩＰ電話１０１（１０２）は、ＩＰ網１０６を介して他のＩＰ電話との間で音声通話が
可能な機能を有している。また、ｈｔｔｐプロトコルに従ってＷｅｂサーバ１０５にアク
セスし、Ｗｅｂサーバ１０５が提供するＨＴＭＬ文書を閲覧可能なブラウザ機能を有して
いる。
【００３１】
　特に、ＩＰ電話１０２は、複数のユーザにより共用されるものとする。各ユーザに対応
する電話番号がＩＰ電話１０２に割り当てられているものとする。以下においては、ＩＰ
電話１０２が３人のユーザに共用される場合について説明する。
【００３２】
　また、ＩＰ電話１０２には複数の子機が接続されている。ＩＰ電話１０２は、それらの
親機として機能する。同図においては、３台の子機１０７～１０９が接続された場合につ
いて示している。親機としてのＩＰ電話１０２と子機１０７～１０９との間は有線又は無
線で接続されている。ＩＰ電話１０２と子機１０７～１０９との間の通信はどのような方
式を採用してもよい。以下においては、特に無線で接続されている場合について示す。そ
れらの間の無線通信は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂやＢｌｕｅｔｏｏｔｈに準拠し
て行われるものとする。
【００３３】
　ＥＮＵＭサーバ１０３は、後述するＮＡＰＴＲリソースレコード（以下、「ＮＡＰＴＲ
レコード」という）を登録するデータベース（ＤＢ）を備える。ＥＮＵＭサーバ１０３は
、ＩＰ電話１０１（１０２）からの問合せに応じて、かかるＤＢに登録されたＮＡＰＴＲ
レコードをＩＰ電話１０１（１０２）に返送する。
【００３４】
　ＤＮＳサーバ１０４は、ＮＡＰＴＲレコードに指定されるＵＲＩとＩＰアドレスとが対
応付けて登録されるＤＢを備える。ＤＮＳサーバ１０４は、ＩＰ電話１０１（１０２）の
問合せに応じて、かかるＤＢに登録されたＩＰアドレスをＩＰ電話１０１（１０２）に返
送する。
【００３５】
　Ｗｅｂサーバ１０５は、ＩＰ網１０６に接続されたＩＰ電話１０１（１０２）に割り当
てられた各電話番号に対応する着信音を特定するための情報（以下、「着信音情報」とい
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う）が登録されるＤＢを備える。ＤＢに登録される着信音情報は、例えば、ＩＰ電話１０
１（１０２）のユーザによりＩＰ網１０６を介して登録される。なお、ユーザの申請に応
じてＩＰ電話サービスの管理者が登録するようにしてもよい。Ｗｅｂサーバ１０５は、着
信を受けたＩＰ電話１０１（１０２）からの要求に応じてＤＢに登録された着信音情報を
ＩＰ電話１０１（１０２）に返送する。
【００３６】
　図２は、本実施の形態に係るＩＰ電話１０２の構成を示すブロック図である。なお、Ｉ
Ｐ電話１０１についても、ＩＰ電話１０２と同様の構成を有する。
【００３７】
　同図に示すＩＰ電話１０２は、装置全体の制御を行うＩＰ電話制御部２０１を備える。
このＩＰ電話制御部２０１にバス２０２を介してＲＯＭ２０３、ＲＡＭ２０４及びＦＲＯ
Ｍ２０５が接続されている。また、ＩＰ電話制御部２０１にバス２０２を介して音声入出
力部２０６、ＣＯＤＥＣ部２０７、外部インターフェース（Ｉ／Ｆ）部２０８及び子機イ
ンターフェース（Ｉ／Ｆ）部２０９が接続されている。
【００３８】
　ＩＰ電話制御部２０１は、ＲＯＭ２０３に格納された制御プログラムを実行することで
、以下に示す制御を実行する。その際、ＩＰ電話制御部２０１は、ＲＡＭ２０４をワーク
エリアとして利用する。
【００３９】
　ＩＰ電話制御部２０１は、ＩＰ網１０６を介して音声通話を行う際に必要となる全ての
動作を制御する。例えば、ＩＰ電話制御部２０１は、ＳＩＰやＨ．３２３に代表される呼
制御プロトコルに従って、宛先端末との間の呼制御を実行する。
【００４０】
　また、ＩＰ電話制御部２０１は、ＥＮＵＭサーバ１０３へ宛先端末に対応するＮＡＰＴ
Ｒレコードを問い合わせる処理やこの問合せに対する応答の受信処理の制御、並びに、Ｄ
ＮＳサーバ１０４へＩＰアドレスを問い合わせる処理やこの問合せに対する応答の受信処
理の制御を行う。
【００４１】
　さらに、ＩＰ電話制御部２０１は、Ｗｅｂサーバ１０５へのアクセス制御及びＷｅｂサ
ーバ１０５が提供するＨＴＭＬ文書の閲覧制御を行う。
【００４２】
　さらに、ＩＰ電話制御部２０１は、子機Ｉ／Ｆ部２０９を介して子機１０７～１０９と
の間の通信制御を行う。ＩＰ電話制御部２０１は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｂやＢ
ｌｕｅｔｏｏｔｈに準拠して子機１０７～１０９との間の通信制御を行う。
【００４３】
　ＦＲＯＭ２０５は、本装置から発呼する場合に宛先を指定する際に用いられるアドレス
帳データを格納する。また、複数の電話番号が割り当てられている場合に各電話番号と対
応するＵＲＩが登録されたテーブルを格納する。
【００４４】
　図３は、ＦＲＯＭ２０５に格納されるテーブルの一例を示す図である。同図においては
、ＩＰ電話１０２に３つの電話番号が割り当てられた場合の一例について示している。同
図に示すテーブルにおいては、電話番号「０５０１２３４１１１１」に対応してＵＲＩ「
ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」が登録されている。また、電話番号「０５０１２
３４２２２２」に対応してＵＲＩ「ｈａｎａｋｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」が登録さ
れている。さらに、電話番号「０５０１２３４３３３３」に対応してＵＲＩ「ｊｉｒｏ＠
ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」が登録されている。
【００４５】
　音声入出力部２０６は、ＩＰ電話１０２のユーザからの音声を受け付けると共に、ユー
ザに対する音声を出力する。音声入出力部２０６においては、音声入力部がハンドセット
マイクで構成され、音声出力部がスピーカで構成される。
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【００４６】
　ＣＯＤＥＣ部２０７は、音声入出力部２０６から入力されるアナログデータをデジタル
データに変換する処理を行う一方、ＩＰ網１０６から入力されるデジタルデータをアナロ
グデータに変換する処理を行う。また、ＣＯＤＥＣ部２０７は、音声データの符号化及び
圧縮伸長処理を行う。
【００４７】
　外部Ｉ／Ｆ部２０８は、ＩＰ電話１０２が接続されるＩＰ網１０６とのインターフェー
スとして機能する。
【００４８】
　子機Ｉ／Ｆ部２０９は、ＩＰ電話１０２が無線接続される子機１０７～１０９とのイン
ターフェースとして機能する。
【００４９】
　図４は、本実施の形態に係るＩＰ電話１０２の外観を示す正面図である。なお、ＩＰ電
話１０１についても、ＩＰ電話１０２と同様の構成を有する。
【００５０】
　同図に示すように、ＩＰ電話１０２は、ユーザの音声を受け付ける受話器４０１を備え
ている。また、電話番号等を受け付けるテンキー４０２を備えている。さらに、テンキー
４０２の右側に留守番電話に切り替える留守キー４０３及び音声を外部出力に切り替える
スピーカキー４０４を備えている。
【００５１】
　テンキー４０２の上側にワンタッチで発信可能なワンタッチ機能に代表される各種機能
が設定可能なファンクションキー４０５を備えている。ファンクションキー４０５の上側
に、液晶ディスプレイ等で構成される表示部４０６が設けられている。表示部４０６には
、例えば、本装置の現在の状態や宛先情報などが表示される。
【００５２】
　図５は、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおけるＥＮＵＭサーバ１０３の代表的
な構成を示すブロック図である。なお、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおけるＤ
ＮＳサーバ１０４やＷｅｂサーバ１０５についても、ＤＢに登録されるデータの内容を除
き、同様の構成を有する。
【００５３】
　同図に示すように、ＥＮＵＭサーバ１０３は、サーバ本体の全体を制御するＣＰＵ５０
１を備えている。このＣＰＵ５０１にメモリ５０２が接続されている。メモリ５０２は、
ＣＰＵ５０１が読み込んで実行する本ＥＮＵＭサーバ１０３の制御プログラムが格納され
るＲＯＭとしての機能と、ＣＰＵ５０１が制御プログラムを実行する際のワークメモリと
して機能するＲＡＭとしての機能とを備える。
【００５４】
　また、ＣＰＵ５０１にデータベース（ＤＢ）５０３が接続されている。ＤＢ５０３は、
後述するＮＡＰＴＲレコードを登録している。ＣＰＵ５０１は、例えば、ＩＰ電話１０１
からＮＡＰＴＲレコードの問合せを受け付けると、ＤＢ５０３に登録されたデータから該
当するＮＡＰＴＲレコードを検索してＩＰ電話１０１に返送する。
【００５５】
　さらに、ＣＰＵ５０１に入出力装置５０４が接続されている。入出力装置５０４は、例
えば、キーボード等の入力装置と、ディスプレイ等の出力装置とから構成される。入力装
置は、例えば、ＤＢ５０３に登録されるデータの内容を追加、編集する場合に利用される
。出力装置は、例えば、ＤＢ５０３に登録されるデータの内容をＥＮＵＭサーバ１０３の
管理者等が確認する場合に利用される。
【００５６】
　さらに、ＣＰＵ５０１にネットワークインターフェース（Ｉ／Ｆ）５０５が接続されて
いる。ネットワークＩ／Ｆ５０５は、本ＥＮＵＭサーバ１０３が接続されるＩＰ網１０６
とのインターフェースである。
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【００５７】
　図６は、本実施の形態に係るＥＮＵＭサーバ１０３のＤＢ５０３に登録されたＮＡＰＴ
Ｒレコードの一例を示す図である。同図においては、電話番号「０５０１２３４１１１１
」、「０５０１２３４２２２２」及び「０５０１２３４３３３３」から得られるドメイン
名に対応するＮＡＰＴＲレコードが登録された場合について示している。
【００５８】
　同図においては、電話番号「０５０１２３４１１１１」から得られるドメイン名「１．
１．１．１．４．３．２．１．０．５．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩ「
ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ
／ｕｓｅｒｔａｒｏ．ｈｔｍｌ」が対応付けられている。前者のＳｅｒｖｉｃｅフィール
ドにはＳＩＰプロトコルに対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ＋ｓｉｐ」と記述され、後
者のＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはｈｔｔｐプロトコルに対応可能である旨を示す「Ｅ２
Ｕ＋ｈｔｔｐ」と記述されている。
【００５９】
　また、電話番号「０５０１２３４２２２２」から得られるドメイン名「２．２．２．２
．４．３．２．１．０．５．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩ「ｈａｎａｋ
ｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ／ｕｓ
ｅｒｈａｎａｋｏ．ｈｔｍｌ」が対応付けられている。前者のＳｅｒｖｉｃｅフィールド
にはＳＩＰプロトコルに対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ＋ｓｉｐ」と記述され、後者
のＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはｈｔｔｐプロトコルに対応可能である旨を示す「Ｅ２Ｕ
＋ｈｔｔｐ」と記述されている。
【００６０】
　さらに、電話番号「０５０１２３４３３３３」から得られるドメイン名「３．３．３．
３．４．３．２．１．０．５．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩ「ｊｉｒｏ
＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ／ｕｓｅ
ｒｊｉｒｏ．ｈｔｍｌ」が対応付けられている。前者のＳｅｒｖｉｃｅフィールドにはＳ
ＩＰプロトコルに対応可能であることを示す「Ｅ２Ｕ＋ｓｉｐ」と記述され、後者のＳｅ
ｒｖｉｃｅフィールドにはｈｔｔｐプロトコルに対応可能である旨を示す「Ｅ２Ｕ＋ｈｔ
ｔｐ」と記述されている。
【００６１】
　図７は、本実施の形態に係るＤＮＳサーバ１０４のＤＢに登録されたデータの一例を示
す図である。
【００６２】
　同図においては、ＵＲＩ「ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、「ｈａｎａｋｏ＠
ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、「ｊｉｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び「ｙｏｓｈ
ｉｋｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」に対応するＩＰアドレスが登録されている場合につ
いて示している。具体的には、ＵＲＩ「ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、「ｈａ
ｎａｋｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、「ｊｉｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」及び
「ｙｏｓｈｉｋｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」にそれぞれＩＰアドレス「１９２．１６
８．１．１」、「１９２．１６８．１．２」、「１９２．１６８．１．３」及び「１９２
．１６８．１．４」が対応付けられている。
【００６３】
　図８は、本実施の形態に係るＷｅｂサーバ１０５のＤＢに登録されたデータの一例を示
す図である。なお、実際には同図に示す内容が例えば、ＨＴＭＬ（Hypertext Markup Lan
guage）を用いて記述されている。
【００６４】
　同図においては、ＵＲＬ（ＵＲＩ）「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ／ｕｓ
ｅｒｔａｒｏ．ｈｔｍｌ」、「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ／ｕｓｅｒｈａ
ｎａｋｏ．ｈｔｍｌ」及び「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ／ｕｓｅｒｊｉｒ
ｏ．ｈｔｍｌ」に対応する電話番号、ユーザ名、着信音（着信メロディ）が登録されてい
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る場合について示している。具体的には、ＵＲＬ（ＵＲＩ）「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．
ｓｉｐ．ｃｏｍ／ｕｓｅｒｔａｒｏ．ｈｔｍｌ」に対応して電話番号「０５０１２３４１
１１１」、ユーザ名「ｔａｒｏ」及び着信メロディ「展覧会の絵」が登録されている。ま
た、ＵＲＬ（ＵＲＩ）「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ／ｕｓｅｒｈａｎａｋ
ｏ．ｈｔｍｌ」に対応して電話番号「０５０１２３４２２２２」、ユーザ名「ｈａｎａｋ
ｏ」及び着信メロディ「ポロネーズ」が登録されている。さらに、ＵＲＬ（ＵＲＩ）「／
／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｃｏｍ／ｕｓｅｒｊｉｒｏ．ｈｔｍｌ」に対応して電話
番号「０５０１２３４３３３３」、ユーザ名「ｊｉｒｏ」及び着信メロディ「行進曲」が
登録されている。
【００６５】
　次に、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいて、ＩＰ電話１０１がＩＰ電話１０
２と通話を行うまでの動作について、図９に示すシーケンス図を用いて説明する。
【００６６】
　なお、かかる動作を説明する前提として、ＥＮＵＭサーバ１０３のＤＢ３０３には図６
に示すＮＡＰＴＲレコードが登録され、ＤＮＳサーバ１０４のＤＢには図７に示すデータ
が登録され、Ｗｅｂサーバ１０５のＤＢには図８に示すデータが登録されているものとす
る。また、ＩＰ電話１０２には、電話番号として「０５０１２３４１１１１」、「０５０
１２３４２２２２」及び「０５０１２３４３３３３」が割り当てられているものとする。
【００６７】
　ＩＰ電話１０２と通話を行う場合、まず、ＩＰ電話１０１は、ユーザからＩＰ電話１０
２に割り当てられた電話番号のうち、いずれかの電話番号の入力を受け付ける。ここでは
、ＩＰ電話１０２のうち、「０５０１２３４１１１１」の入力を受け付けたものとする。
電話番号の入力を受け付けると、ＩＰ電話１０１は、この電話番号に対応するＮＡＰＴＲ
レコードをＥＮＵＭサーバ１０３に対して問い合わせる（ＳＴ９０１）。以下、適宜、こ
のＮＡＰＴＲレコードの問合せを「ＮＡＰＴＲ問合せ」という。
【００６８】
　この場合、ＩＰ電話１０１は、まず、オペレータが入力した「０５０１２３４１１１１
」を国番号付きのＥ．１６４番号である「＋８１－５－０１２３４１１１１」に変換し、
先頭の＋と数字を残して「＋８１５０１２３４１１１１」とする。そして、数字以外の文
字を抹消して数字間にドットを挿入して「８．１．５．０．１．２．３．４．１．１．１
．１」とする。次に、数字を逆順にして最後に文字列．ｅ１６４．ａｒｐａを追加する。
これにより、ドメイン名である「１．１．１．１．４．３．２．１．０．５．１．８．ｅ
１６４．ａｒｐａ」を得て、この文字列に対応するＮＡＰＴＲレコードを問い合わせる。
【００６９】
　ＮＡＰＴＲ問合せを受け付けると、ＥＮＵＭサーバ１０３は、ドメイン名である「１．
１．１．１．４．３．２．１．０．５．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対応するＮＡＰ
ＴＲレコードを検索し、当該ＮＡＰＴＲレコードを含む応答をＩＰ電話１０１に返送する
（ＳＴ９０２）。以下、適宜、このＮＡＰＴＲレコードを含む応答を「ＮＡＰＴＲ応答」
という。この場合、ＥＮＵＭサーバ１０３は、図６に示すＮＡＰＴＲレコードのうち、最
上段のドメイン名に属する２つのＮＡＰＴＲレコードを検索し、当該ＮＡＰＴＲレコード
を含む応答をＩＰ電話１０１に返信する。
【００７０】
　ＮＡＰＴＲ応答を受け付けると、ＩＰ電話１０１は、ＳＩＰプロトコルに対応可能であ
る旨を示すＮＡＰＴＲレコードに指定されたＵＲＩ「ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊ
ｐ」に対応するＩＰアドレスをＤＮＳサーバ１０４に問い合わせる（ＳＴ９０３）。以下
、適宜、このＩＰアドレスの問合せを「ＩＰアドレス問合せ」という。
【００７１】
　ＩＰアドレス問合せを受け付けると、ＤＮＳサーバ１０４は、当該ＵＲＩに対応するＩ
Ｐアドレスを検索し、当該ＩＰアドレスを含むＩＰアドレス応答をＩＰ電話１０１に返信
する（ＳＴ９０４）。この場合、ＤＮＳサーバ１０４は、図７に示す第１番目のＩＰアド
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レス「１９２．１６８．１．１」を検索し、当該ＩＰアドレスを含む応答をＩＰ電話１０
１に返信する。以下、適宜、このＩＰアドレスの含む応答を「ＩＰアドレス応答」という
。
【００７２】
　ＩＰアドレス応答を受け付けると、ＩＰ電話１０１は、ＩＰ電話１０２の電話番号のう
ち、ユーザから指定された電話番号に割り当てられたＩＰアドレスを認識する。そして、
ＩＰ電話１０１は、そのＩＰアドレスに対して「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを送出する（
ＳＴ９０５）。
【００７３】
　ここで、ＩＰ電話１０１からＩＰ電話１０２に送出される「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージ
の内容の一例について説明する。
【００７４】
　図１０は、ＩＰ電話１０１からＩＰ電話１０２に送出される「ＩＮＶＩＴＥ」メッセー
ジの内容の一例について示す図である。
【００７５】
　同図に示すように、「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージは、第３行目に示すようにＦｒｏｍヘ
ッダを含む一方、第４行目に示すようにＴｏヘッダを含んでいる。Ｆｒｏｍヘッダには、
発信元であるＩＰ電話１０１の電話番号に対応するＵＲＩ「ｙｏｓｈｉｋｏ＠ｔｏｋｙｏ
．ｓｉｐ．ｊｐ」が記述されている。また、Ｔｏヘッダには、発信先であるＩＰ電話１０
２の電話番号に対応するＵＲＩ「ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」が記述されてい
る。なお、Ｆｒｏｍヘッダ及びＴｏヘッダに記述される内容は、特に同図に示す内容に限
定されない。
【００７６】
　ＩＰ電話１０１から「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを受信すると、ＩＰ電話１０２は、Ｔ
ｏヘッダに指定されたＵＲＩから発信先の電話番号として指定された電話番号（以下、「
着信対象番号」という）を取得する。具体的には、Ｔｏヘッダに指定されたＵＲＩに応じ
てＦＲＯＭ２０５に格納されたテーブル上の電話番号を検索することで、着信対象番号を
取得する。ここでは、Ｔｏヘッダに指定されたＵＲＩ「ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．
ｊｐ」に応じて電話番号「０５０１２３４１１１１」が着信対象番号として取得される。
【００７７】
　そして、ＩＰ電話１０２は、電話番号の入力を受けたＩＰ電話１０１と同様の要領で、
この着信対象番号に対応するＮＡＰＴＲレコードをＥＮＵＭサーバ１０３に対して問い合
わせる（ＳＴ９０６）。すなわち、ＩＰ電話１０２は、まず、「ＩＮＶＩＴＥ」メッセー
ジに基づいて取得した「０５０１２３４１１１１」を国番号付きのＥ．１６４番号である
「＋８１－５－０１２３４１１１１」に変換し、先頭の＋と数字を残して「＋８１５０１
２３４１１１１」とする。そして、数字以外の文字を抹消して数字間にドットを挿入して
「８．１．５．０．１．２．３．４．１．１．１．１」とする。次に、数字を逆順にして
最後に文字列．ｅ１６４．ａｒｐａを追加する。これにより、ドメイン名である「１．１
．１．１．４．３．２．１．０．５．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」を得て、この文字列
に対応するＮＡＰＴＲレコードを問い合わせる。
【００７８】
　ＮＡＰＴＲ問合せを受け付けると、ＥＮＵＭサーバ１０３は、ドメイン名である「１．
１．１．１．４．３．２．１．０．５．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対応するＮＡＰ
ＴＲレコードを検索し、当該ＮＡＰＴＲレコードを含む応答をＩＰ電話１０２に返信する
（ＳＴ９０７）。この場合、ＥＮＵＭサーバ１０３は、ＳＴ９０２における処理と同様に
、図６に示すＮＡＰＴＲレコードのうち、最上段のドメイン名に属する２つのＮＡＰＴＲ
レコードを検索し、当該ＮＡＰＴＲレコードを含むＮＡＰＴＲ応答をＩＰ電話１０２に返
信する。
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【００７９】
　ＮＡＰＴＲ応答を受け付けると、ＩＰ電話１０２は、ｈｔｔｐプロトコルに対応可能で
ある旨を示すＮＡＰＴＲレコードに指定されたＵＲＩ「／／ｗｗｗ．ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ
．ｃｏｍ／ｕｓｅｒｔａｒｏ．ｈｔｍｌ」に基づいてＷｅｂサーバ１０５にアクセスし、
着信音情報を要求する（ＳＴ９０８）。
【００８０】
　この着信音情報の要求を受けると、Ｗｅｂサーバ１０５において、対応する着信音情報
が検索され、その着信音情報がＩＰ電話１０２に返送される（ＳＴ９０９）。この場合、
Ｗｅｂサーバ１０５は、図８に示すデータのうち、着信音情報として「展覧会の絵」を返
送する。
【００８１】
　着信音情報を取得すると、ＩＰ電話１０２は、取得した着信音情報を、全ての子機１０
７～１０９に対して送出する（ＳＴ９１０）。着信音情報を全ての子機１０７～１０９に
送出した後、ＩＰ電話１０２及び全ての子機１０７～１０９において、取得した着信音を
着信音として設定する処理（以下、「着信音設定処理」という）を行う（ＳＴ９１１）。
この場合、先に取得された「展覧会の絵」が着信音として設定される。
【００８２】
　着信音設定処理が適切に行われると、ＩＰ電話１０２及び全ての子機１０７～１０９に
おいて呼び出し音が鳴動する。この場合、ＩＰ電話１０２及び全ての子機１０７～１０９
においてにおいて「展覧会の絵」が鳴動する。また、この呼び出し音の鳴動に並行してＩ
Ｐ電話１０２からＩＰ電話１０１に対して「１８０Ｒｉｎｇｉｎｇ」メッセージが送出さ
れる（ＳＴ９１２）。
【００８３】
　鳴動音に応じてＩＰ電話１０２又はいずれかの子機（１０７～１０９）でオフフックが
検出されると、ＩＰ電話１０２からＩＰ電話１０１に対して接続許可を示す「２００ＯＫ
」メッセージが送出される（ＳＴ９１３）。図９においては、子機１０８でオフフックが
検出された場合について示している。
【００８４】
　「２００ＯＫ」メッセージを受信すると、ＩＰ電話１０１からＩＰ電話１０２に対して
「ＡＣＫ」メッセージが送出される（ＳＴ９１４）。この「ＡＣＫ」メッセージをＩＰ電
話１０２が受信すると、ＩＰ電話１０１とＩＰ電話１０２との間で通話可能状態となる。
その後、実際にＩＰ電話１０１から音声が出力され、通話が行われる。このようにしてＩ
Ｐ電話１０１がＩＰ電話１０２と通話を行うまでの動作が行われる。
【００８５】
　図１１は、図９に示すシーケンスにおける着信側のＩＰ電話１０２の動作を説明するた
めのフロー図である。
【００８６】
　ＩＰ電話１０２は、待機状態において、ＩＰ網１０６を介した「ＩＮＶＩＴＥ」メッセ
ージの受信を監視している（ＳＴ１１０１）。そして、「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを受
信した場合には、上述の要領により「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージのＴｏヘッダの記述から
着信対象番号を取得する（ＳＴ１１０２）。
【００８７】
　そして、着信対象番号を取得したならば、ＩＰ電話１０２は、この着信対象番号に対応
するＮＡＰＴＲレコードをＥＮＵＭサーバ１０３に対して問い合わせる（ＳＴ１１０３）
。この問合せに応じてＥＮＵＭサーバ１０３からＮＡＰＴＲ応答が返送されてくるので、
ＩＰ電話１０２は、このＮＡＰＴＲ応答を受信する（ＳＴ１１０４）。
【００８８】
　ＮＡＰＴＲ応答を受信すると、ＩＰ電話１０２は、このＮＡＰＴＲ応答に含まれるＮＡ
ＰＴＲレコードのうち、ｈｔｔｐプロトコルに対応可能である旨を示すＮＡＰＴＲレコー
ドに指定されたＵＲＩ（ＵＲＬ）に基づいてＷｅｂサーバ１０５にアクセスし、着信音情
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報を要求する（ＳＴ１１０５）。この要求に応じてＷｅｂサーバ１０５から着信音情報が
返送されてくるので、ＩＰ電話１０２は、この着信音情報を受信する。これにより、ＩＰ
電話１０２は、着信音情報を取得する（ＳＴ１１０６）。
【００８９】
　着信音情報を取得した後、ＩＰ電話１０２は、その着信音情報を、全ての子機１０７～
１０９に対して送出する（ＳＴ１１０７）。着信音情報を全ての子機１０７～１０９に送
出した後、ＩＰ電話１０２は、着信音設定処理を行う（ＳＴ１１０８）。そして、着信音
設定処理を行った後、呼び出し音を鳴動する（ＳＴ１１０９）。ＩＰ電話１０２における
着信音設定処理と同じタイミングで子機１０７～１０９において着信音設定処理が行われ
た後、子機１０７～１０９においても呼び出し音が鳴動する。
【００９０】
　呼び出し音を鳴動すると共に、ＩＰ電話１０２は、「１８０Ｒｉｎｇｉｎｇ」メッセー
ジを送出している。この「１８０Ｒｉｎｇｉｎｇ」メッセージを送出している間、ＩＰ電
話１０２は、ＩＰ電話１０２におけるユーザからのオフフック、並びに、子機１０７～１
０９におけるユーザからのオフフックに応じて出力される信号を受け付けたかを判断する
（ＳＴ１１１０）。なお、オフフックを受け付けるまではＳＴ１１１０の処理を継続する
。
【００９１】
　オフフックを受け付けた場合には、ＩＰ電話１０２は、発信側のＩＰ電話１０１に対し
て接続許可を示す「２００ＯＫ」メッセージを送出する。そして、この「２００ＯＫ」に
応じてＩＰ電話１０１から送出される「ＡＣＫ」メッセージを受け取ると、ＩＰ電話１０
２は、通話処理を行う（ＳＴ１１１１）。
【００９２】
　通話処理においては、ＩＰ電話１０１から送出される音声データの出力を行うと共に、
ＩＰ電話１０２は、ＩＰ電話１０２におけるユーザからのオンフック、並びに、子機１０
７～１０９におけるユーザからのオンフックに応じて出力される信号を受け付けたか判断
する（ＳＴ１１１２）。そして、オンフックを受け付けたならば、ＩＰ電話１０２は、通
話処理を終了する。なお、オンフックを受け付けるまではＳＴ１１１２の処理を継続する
。
【００９３】
　このように本実施の形態に係るＩＰ電話システムによれば、着信側のＩＰ電話１０２に
複数の電話番号を割り当てておき、発信側のＩＰ電話１０１から電話番号を指定して発信
する。そして、この電話番号に対応するＮＡＰＴＲ応答を受信した後、「ＩＮＶＩＴＥ」
メッセージを着信側のＩＰ電話１０２に送出する。着信側のＩＰ電話１０２においては、
この「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージから着信対象番号を取得する。そして、この着信対象番
号に対応するＮＡＰＴＲ応答を受信した後、Ｗｅｂサーバ１０５に対して着信音情報を要
求する。着信音情報が返送されたならば、全ての子機１０７～１０９に対して着信音情報
を送出した後、ＩＰ電話１０２及び全ての子機１０７～１０９において着信音設定処理を
行い、Ｗｅｂサーバ１０５から取得した着信音を鳴動する。これにより、着信側のＩＰ電
話１０２及び全ての子機１０７～１０９において、発信側のＩＰ電話１０１が指定した電
話番号に応じた着信音が鳴動する。このため、ＩＰ電話１０２のユーザは、着信音を判断
して宛先となるユーザを識別することができるので、電話を取る前に宛先となるユーザを
識別することができる。
【００９４】
　また、従来、発信側で特定した電話番号に応じて特定の子機において着信音を鳴動させ
る電話システムが提案されている。しかし、この電話システムにおいては、宛先となるユ
ーザが、その鳴動している子機のある場所まで移動しなければ電話に応答することができ
ない。このような電話システムに対し、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいては
、着信側のＩＰ電話１０２に接続された全ての子機１０７～１０９で発信側のＩＰ電話１
０１で指定された電話番号に応じた着信音が鳴動する。このため、宛先となるユーザは、
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全ての子機１０７～１０９で電話に応答することができる。この結果、より利便性に優れ
たＩＰ電話システムを提供することができる。
【００９５】
　特に、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいては、着信側のＩＰ電話１０２から
の要求に応じて、ｈｔｔｐプロトコルに従って着信音情報がＷｅｂサーバ１０５から応答
される。したがって、ｈｔｔｐプロトコルに従って通信制御を行うことで着信音情報を取
得することができる。
【００９６】
　また、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいては、着信側のＩＰ電話１０２は、
受信した「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージの記述に基づいて着信対象番号を取得する。具体的
には、「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージに記述されたＵＲＩに対応する電話番号を着信対象番
号として取得する。このため、ＳＩＰプロトコルに従った通信制御を行う過程で着信対象
番号を取得することができる。
【００９７】
　なお、本実施の形態においては、ＩＰ網１０６上にＤＮＳサーバ１０４を設け、発信側
のＩＰ電話がＤＮＳサーバ１０４にＩＰアドレスを問い合わせ、返送されたＩＰアドレス
に「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを送出する場合について示している。しかし、これに限定
されず、ＩＰ網１０６上にＳＩＰサーバとして機能するＣＡ（Call Agent）を設け、宛先
端末の電話番号を指定して「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを送出するようにしてもよい。
【００９８】
　また、本実施の形態においては、「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージのＦｒｏｍヘッダ及びＴ
ｏヘッダにＵＲＩが記述される例について説明している。しかし、これに限定されず、こ
れらに電話番号そのものを記述するようにしてもよい。この場合には、その電話番号を着
信対象番号として抽出することで、ＦＲＯＭ２０５内のテーブルを参照して着信対象番号
を取得する処理を省略することができる。
【００９９】
　さらに、本実施の形態においては、着信側のＩＰ電話１０２がｈｔｔｐプロトコルに従
ってＷｅｂサーバ１０５から着信音情報を取得する場合について説明している。しかし、
着信音情報を取得する手法としては、ｈｔｔｐプロトコルに従ってＷｅｂサーバ１０５か
ら取得する場合に限定されない。例えば、ＬＤＡＰ（Lightweight Directory Access Pro
tocol）プロトコルやＦＴＰ（File Transfer Protocol）プロトコルを用いて別途用意し
たデータベースサーバから着信音情報を取得するようにしてもよい。この場合にも、本実
施の形態と同様の効果を得ることが可能である。
【０１００】
　ところで、以上においては、着信側のＩＰ電話１０２がＷｅｂサーバ１０５から着信音
情報を取得する場合について説明している。しかし、予め着信側のＩＰ電話１０２に、各
電話番号に対応する着信音情報を登録しておくようにしても、本実施の形態と同様の効果
を得ることが可能である。以下、このような構成を着信側のＩＰ電話で採用した場合の実
施の形態について説明する。
【０１０１】
　図１２は、本実施の形態の変形例に係るＩＰ電話１０２の構成を示すブロック図である
。
【０１０２】
　同図に示すＩＰ電話１０２は、ＦＲＯＭ２０５の代わりに、ＩＰ電話１０２に割り当て
られた電話番号に対応する着信音情報を登録するテーブル（以下、「着信音情報テーブル
」という）を有する点において、図２に示すＩＰ電話１０２と相違する。なお、ＦＲＯＭ
２０５に格納されていたアドレス帳データは、着信音情報テーブルに登録されているもの
とする。また、図１２に示すＩＰ電話１０２は、ＩＰ電話制御部がＷｅｂサーバ１０５に
関連する制御を行う機能を有しない点及び着信音情報テーブル内の着信音情報に応じて着
信音を制御する機能を有する点で図２に示すＩＰ電話１０２と相違する。なお、図１２に
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おいて、図２と同一の符号を付した構成については同様の機能を有するものとし、その説
明を省略する。
【０１０３】
　ＩＰ電話制御部１２０１は、Ｗｅｂサーバ１０５へのアクセス制御及びＷｅｂサーバ１
０５が提供するＨＴＭＬ文書の閲覧制御を有しない点を除き、図２に示すＩＰ電話制御部
２０１と同様の機能を有する。
【０１０４】
　また、ＩＰ電話制御部１２０１は、ＩＰ網１０６を介して発信側のＩＰ電話１０１から
特定されたＵＲＩに対応する電話番号を判断し、当該電話番号に応じて着信音を制御する
機能を有する。具体的には、ＩＰ電話制御部１２０１は、発信側のＩＰ電話１０１から特
定されたＵＲＩに応じて着信音情報テーブル１２０２に登録された電話番号を検索し、そ
の電話番号に対応する着信音に応じて着信音を設定することで、着信音を制御する。
【０１０５】
　図１３は、着信音情報テーブル１２０２に登録されるデータの一例を示す図である。同
図においては、ＩＰ電話１０２に２つの電話番号が割り当てられた場合の一例について示
している。
【０１０６】
　着信音情報テーブル１２０２には、ＩＰ電話１０２に割り当てられた各電話番号に対応
づけてＵＲＩ、ユーザ名及び着信音（着信メロディ）が登録されている。同図においては
、電話番号「０５０１２３４１１１１」に対応づけてＵＲＩ「ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓ
ｉｐ．ｊｐ」、ユーザ名「ｔａｒｏ」及び着信メロディ「展覧会の絵」が登録されている
。また、電話番号「０５０１２３４２２２２」に対応づけてＵＲＩ「ｈａｎａｋｏ＠ｔｏ
ｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、ユーザ名「ｈａｎａｋｏ」及び着信メロディ「ポロネーズ」が
登録されている。さらに、電話番号「０５０１２３４３３３３」に対応づけてＵＲＩ「ｊ
ｉｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」、ユーザ名「ｊｉｒｏ」及び着信メロディ「行進曲
」が登録されている。
【０１０７】
　図１４は、本実施の形態の変形例に係るＥＮＵＭサーバ１０３のＤＢ５０３に登録され
たＮＡＰＴＲレコードの一例を示す図である。同図においては、電話番号「０５０１２３
４１１１１」、「０５０１２３４２２２２」及び「０５０１２３４３３３３」から得られ
るドメイン名に対応するＮＡＰＴＲレコードが登録された場合について示している。
【０１０８】
　同図においては、電話番号「０５０１２３４１１１１」から得られるドメイン名「１．
１．１．１．４．３．２．１．０．５．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩ「
ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」が対応付けられている。また、電話番号「０５０
１２３４２２２２」から得られるドメイン名「２．２．２．２．４．３．２．１．０．５
．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ」に対してＵＲＩ「ｈａｎａｋｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．
ｊｐ」が対応付けられている。さらに、電話番号「０５０１２３４３３３３」から得られ
るドメイン名「３．３．３．３．４．３．２．１．０．５．１．８．ｅ１６４．ａｒｐａ
」に対してＵＲＩ「ｊｉｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」が対応付けられている。
【０１０９】
　次に、本実施の形態の変形例に係るＩＰ電話システムにおいて、ＩＰ電話１０１がＩＰ
電話１０２と通話を行うまでの動作について、図１５に示すシーケンス図を用いて説明す
る。図１５において、図９と同一の処理については同一の符号を付し、その説明を省略す
る。
【０１１０】
　なお、かかる動作を説明する前提として、ＥＮＵＭサーバ１０３のＤＢ５０３には図１
４に示すＮＡＰＴＲレコードが登録され、ＤＮＳサーバ１０４のＤＢには図７に示すデー
タが登録されているものとする。また、ＩＰ電話１０２には、電話番号として「０５０１
２３４１１１１」、「０５０１２３４２２２２」及び「０５０１２３４３３３３」が割り
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当てられているものとする。
【０１１１】
　本実施の形態の変形例に係るＩＰ電話システムにおいては、着信側のＩＰ電話１０２が
図９に示す「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを受信した後、Ｗｅｂサーバ１０５から着信音情
報を取得することなく着信音情報を子機１０７～１０９に送出し、着信音設定処理を行う
点、並びに、図９に示すＳＴ９０６～ＳＴ９０９の処理を行わない点において、本実施の
形態に係るＩＰ電話システムと相違する。
【０１１２】
　具体的には、図１５に示すように、ＳＴ９０５でＩＰ電話１０１から「ＩＮＶＩＴＥ」
メッセージを受信すると、ＩＰ電話１０２は、そのＴｏヘッダに指定されたＵＲＩを認識
する。なお、ここでは「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージとして、図１０に示す「ＩＮＶＩＴＥ
」メッセージが送出されているものとする。このため、ＩＰ電話１０２は、Ｔｏヘッダに
指定されたＵＲＩ「ｔａｒｏ＠ｔｏｋｙｏ．ｓｉｐ．ｊｐ」を認識する。そして、認識し
たＵＲＩに対応する着信音情報を着信音情報テーブル１２０２から取得する。その後、そ
の着信音情報を全ての子機１０７～１０９に対して送出し（ＳＴ１５０１）、着信音設定
処理を行うと共に子機１０７～１０９においても着信音設定処理を行わせる（ＳＴ１５０
２）。着信音設定処理を行った後、ＩＰ電話１０２及び子機１０７～１０９は、呼び出し
音を鳴動する。ここでは、ＩＰ電話１０２及び子機１０７～１０９において「展覧会の絵
」が着信音情報として取得され、この「展覧会の絵」が鳴動する。
【０１１３】
　図１６は、図１５に示すシーケンスにおける着信側のＩＰ電話１０２の動作を説明する
ためのフロー図である。図１６において、図１１と同一の処理については同一の符号を付
し、その説明を省略する。
【０１１４】
　本実施の形態の変形例に係るＩＰ電話システムの着信側のＩＰ電話１０２においては、
ＳＴ１１０１で「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージを受信すると、Ｔｏヘッダに着信対象として
指定されたＵＲＩ（以下、「着信対象ＵＲＩ」という）を認識する（ＳＴ１６０１）。そ
して、ＩＰ電話１０２は、認識した着信対象ＵＲＩに対応する着信音情報を着信音情報テ
ーブル１２０２から取得する（ＳＴ１６０２）。このようにして着信音情報を取得したな
らば、本実施の形態と同様に、ＳＴ１１０７～ＳＴ１１１２の処理を経て通話処理を終了
する。
【０１１５】
　このように本実施の形態の変形例に係るＩＰ電話システムによれば、着信側のＩＰ電話
１０２に複数の電話番号を割り当てておき、発信側のＩＰ電話１０１から電話番号を指定
して発信する。そして、この電話番号に対応するＮＡＰＴＲ応答を受信した後、「ＩＮＶ
ＩＴＥ」メッセージを着信側のＩＰ電話１０２に送出する。着信側のＩＰ電話１０２にお
いては、この「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージから着信対象ＵＲＩを認識する。そして、着信
対象ＵＲＩに対応する着信音情報を着信音情報テーブル１２０２から取得する。着信音情
報を取得したならば、全ての子機１０７～１０９に対して着信音情報を送出した後、ＩＰ
電話１０２及び全ての子機１０７～１０９において着信音設定処理を行い、着信音情報テ
ーブル１２０２から取得した着信音を鳴動する。これにより、着信側のＩＰ電話１０２に
おいて、発信側のＩＰ電話１０１が指定した電話番号に応じた着信音が鳴動する。このた
め、ＩＰ電話１０２のユーザは、着信音を判断して宛先となるユーザを識別することがで
きるので、電話を取る前に宛先となるユーザを識別することができる。
【０１１６】
　なお、図１６に示すフローにおいては、ＳＴ１６０１で「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージに
記述された着信対象ＵＲＩを認識し、ＳＴ１６０２で着信対象ＵＲＩに対応する着信音を
着信音情報テーブル１２０２から取得して着信音設定処理を行っている。しかし、「ＩＮ
ＶＩＴＥ」メッセージの記述に基づいて着信音設定処理を行う場合の制御についてはこれ
に限定されない。例えば、「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージに記述された着信対象ＵＲＩの「
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＠」マーク前に指定されたユーザ名を認識し、そのユーザ名に対応する着信音を着信音情
報テーブル１２０２から取得して着信音設定処理を行うようにしてもよい。このように変
更した場合においても、本実施の形態と同様の効果を得ることが可能である。
【０１１７】
　また、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいて、音声とは人の話す声に限らず音
一般、音声帯域に変調されたモデム信号、ＦＡＸ信号であっても構わない。また、電話機
とはファクシミリ装置であっても構わない。
【０１１８】
　さらに、本実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいては、ＩＰ電話は、単体の装置と
して存在する場合について説明しているが、これに限定されない。すなわち、接続される
通常の電話装置をＩＰ電話として機能させる機能を有する制御アダプタに、通常の電話装
置を接続してＩＰ電話を構成してもよい。なお、通常の電話装置とは、ＩＰ網１０６を介
して音声通話をする機能を有しない電話装置のことをいうものとする。
【０１１９】
　さらに、以上の説明におけるＩＰ電話は、総務省が定義し通信事業者が運用するＩＰ電
話や、ローカルなネットワーク又は自営網でのＴＣＰ／ＩＰ等のコンピュータ通信プロト
コルによるネットワークで実現されるものも含むものとする。
【産業上の利用可能性】
【０１２０】
　本発明に係るＩＰ電話システム、ＩＰ電話装置及び宛先ユーザ識別方法によれば、電話
を取る前に宛先となるユーザを識別することができ、ユーザにとって利便性に優れたＩＰ
電話システムを提供できる点で有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１２１】
【図１】本発明の一実施の形態に係るＩＰ電話システムが適用されるネットワークの構成
を示す図
【図２】上記実施の形態に係るＩＰ電話システムを構成するＩＰ電話の構成を示すブロッ
ク図
【図３】上記実施の形態に係るＩＰ電話のＦＲＯＭに格納されるテーブルの一例を示す図
【図４】上記実施の形態に係るＩＰ電話の外観を示す正面図
【図５】上記実施の形態に係るＥＮＵＭサーバの代表的な構成を示すブロック図
【図６】上記実施の形態に係るＥＮＵＭサーバのＤＢに登録されたＮＡＰＴＲレコードの
一例を示す図
【図７】上記実施の形態に係るＤＮＳサーバのＤＢに登録されたデータの一例を示す図
【図８】上記実施の形態に係るＷｅｂサーバのＤＢに登録されたデータの一例を示す図
【図９】上記実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいて、発信側のＩＰ電話が着信側の
ＩＰ電話と通話を行うまでの動作について説明するためのシーケンス図
【図１０】上記実施の形態に係るＩＰ電話システムにおいて、発信側のＩＰ電話から着信
側のＩＰ電話に送出される「ＩＮＶＩＴＥ」メッセージの内容の一例について示す図
【図１１】図９に示すシーケンスにおける着信側のＩＰ電話の動作を説明するためのフロ
ー図
【図１２】上記実施の形態の変形例に係るＩＰ電話システムのＩＰ電話の構成を示すブロ
ック図
【図１３】上記実施の形態の変形例に係るＩＰ電話の着信音情報テーブルに登録されるデ
ータの一例を示す図
【図１４】上記実施の形態の変形例に係るＥＮＵＭサーバのＤＢに登録されたＮＡＰＴＲ
レコードの一例を示す図
【図１５】上記実施の形態の変形例に係るＩＰ電話システムにおいて、発信側のＩＰ電話
が着信側のＩＰ電話と通話を行うまでの動作について説明するためのシーケンス図
【図１６】図１５に示すシーケンスにおける着信側のＩＰ電話の動作を説明するためのフ
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【符号の説明】
【０１２２】
　１０１，１０２　ＩＰ電話装置（ＩＰ電話）
　１０３　ＥＮＵＭサーバ
　１０４　ＤＮＳサーバ
　１０５　Ｗｅｂサーバ
　１０６　ＩＰ網
　１０７～１０９　子機
　２０１，１２０１　ＩＰ電話制御部
　２０６　音声入出力部
　２０９　子機インターフェース（Ｉ／Ｆ）部
　５０３　データベース（ＤＢ）
　１２０２　着信音情報テーブル

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】
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